
川崎市総合計画市民検討会議・第2部会「子育て・教育」 グループディスカッションまとめ H26.12.21

主に就学前 主に学校教育 主に若者

２ 「夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送るための礎を築く」１ 「子どもが健やかに成長する社会のしくみづくり」 ３ 「若者が社会的に自立し、幸せに生きていくために」

保育の質を確保し、安心して育てられる不安のな
い保育環境の整備

待機児童をゼロにすることは必要であるが、待機児童に関

する情報提供、病児保育、育児サポートなどの課題がある

ため、さらに一歩進んで、待機児童に対する不安をゼロに

する、“実感ゼロ”を目指すべき。【行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

公立よりも私立の保育園が増えている中で、保育の質を確

保し、安心して預けられる保育環境を整備することが重要。

【地域/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

安心・安全に楽しく遊べる遊び場づくり

幼児や小・中学生などみんなが安心・安全に楽しく遊べる

場づくりが重要。【地域/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

川崎市として必要なサービスの見極めと財源の
多元化

周辺の自治体とサービスの違いがあり、川崎市として必要

な福祉サービスを見極め、その戦略についての市民とのコ

ミュニケーションが必要。 【家庭/地域/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

税収や利用者負担以外のもの、たとえば保育園や公園の

ネーミングライツなどによって財源を捻出するなど、子育て

サービスを支える財源を多元化することが重要。 【行政】

［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

川崎市の資源や魅力を最大限に生かし、家庭・
地域・行政が連携して、主体性・創造性を育む環
境づくり

川崎市にはハイテク企業や文化芸術などの魅力的な資源

がたくさんあるため、これらを最大限に活かして、子どもた

ちが将来こうなりたい、こういう仕事に就きたいというビジョ

ンや希望を育む体験の場を提供することが重要。 【地域/
学校・行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

子どもの主体性や創造性を養うことが大切であり、そのた

めの余暇や遊びの時間を地域で提供できるように行政が

サポートしていくことが必要。 【地域/学校・行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ
①］

子どもの好奇心・集中力を育てる交流・コミュニケーションを、

家庭・地域・行政で連携して支えていくことが重要。 【家庭/
地域/学校・行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

地域の色々な人材が学校教育にかかわる機会
づくり

せめて小学校は「100％わかる」を目標にしたい。多様な子
どもの状況に応じ、学力・人間力の向上に向けて、地域・学

校が一体となって取り組む必要がある。 【地域/学校・行
政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

学校だけでなく、地域でコミュニティスクール的な資源をつく

り、プロ人材、地域の高齢者、企業人、ボランティア等の地

域のいろいろな人材が学校教育に関わる機会をつくること

が重要。 【家庭/地域/学校・行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

子どものころから働くよろこびや価値観をリアルに感
じられる学びの機会づくり
家庭で働く喜びを伝え、さまざまな職業の達人と話す機会など、

働く価値観を子どものときから考え、育成する仕組みづくりが大

切。【家庭/地域/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］
働くよろこび・仕事に対するやりがいを見つける機会をつくるため、

具体的な形で中間就労の機会をつくり、働くことをリアルに感じる

情報提供や体験機会を教育段階で多様に用意すべき。 【家庭/
地域/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

家庭で教え、地域や多世代で支える「伴走型」の
環境づくり

家庭で大切なのは子どもの「伴走者」として教えることだが、

多様な状況に応じて地域・行政が支えていくことも重要。

【家庭/地域/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

子育てをサポートしたいと思うベテラン世代もおり、子育て

を気軽に相談できるネットワークづくりが重要。【地域/行
政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

核家族化が進む中で、子育て世帯を多世代で支える環境

づくりが大切。 【家庭/地域/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

学力・人間力の向上と自尊心としつけを身につけ
るカリキュラム・学校運営の実現

子どもが生きがいを持って生きていくためには、自尊心とし

つけを身につける学びを中心においたカリキュラム・学校

運営が重要。 【家庭/地域/学校・行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

先生が忙しく、授業準備以外にも書類整理やモンスターペ

アレントなどへの対応に追われることも多く、自信をなくしが

ちなため、まずは先生に自信を持ってもらうことが大切。

【地域/学校・行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

多世代が交流し、気軽に集まり相談できるふるさとづ
くり

学童をはじめ、多世代が気軽に相談・交流し、職業など多機能に

交流できる機会など、ふるさとづくりが大切。 【地域/行政】［ｸﾞﾙｰ
ﾌﾟ①］

多様な市民が支え合うコミュニティづくり
多様な市民が支え合うコミュニティづくりが重要。【地域/行政】［ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟ①］

「辛い状況にある人を独りにしない！」ために、困難な状況にある

若者を抱える家族を地域で支え、独りにしないことが重要。地域

で引きこもっている若者が地域で活躍できる場をつくる。 【家庭/
地域】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

キーワード ： 「場づくり」
遊び場をつくる、大人がかかわる機会をつくる、ということにも
つながる。地域に開かれた学校運営も、１つの「場づくり」である。

キーワード ： 「伴走型子育て」
子育ての環境や家庭は多様なため、画一的な価値観やサー
ビスではなく、本人の立場に立ち、それぞれの家庭の状況にあ
わせて「伴走」することである。これは青年期の「独りにしない」に
もつながる普遍的キーワードである。

キーワード ： 「実感・リアル」
「働くリアリティを感じる」という意見があり、「働くよろこび」という言
葉も出ていた。実感することで教育の効果が高まり、就業意欲も高ま
る。

家庭・地域・行政・民間が横断的に取り組み、適切な
役割分担で若者を支援するしくみづくり

家庭・地域・行政が負担を分担しながら、一か所に集中しない取

組が重要である。 【家庭/地域/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①（発表者追加）］
「若者の自立」に家庭・地域・行政・民間が横断的に取り組む必

要があり、その財源としては国や市で役割分担をした方がよい。

【家庭/地域/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

再チャレンジできる若者のキャリア支援・就職支援のし
くみづくり

再チャレンジできるキャリア支援と就職支援の情報提供も重要。

【行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］
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第2部会における意見のまとめ

家庭 地域
行政
学校

待機児童をゼロにすることは必要であるが、待機児童に関する情報提供、病児保育、育児サポートなどの課題があるた
め、さらに一歩進んで、待機児童に対する不安をゼロにする、“実感ゼロ”を目指すべき。

● 1

公立よりも私立の保育園が増えている中で、保育の質を確保し、安心して預けられる保育環境を整備することが重要。 ● ● 2

家庭で大切なのは子どもの「伴走者」として教えることだが、多様な状況に応じて地域・行政が支えていくことも重要。 ● ● ● 1

核家族化が進む中で、子育て世帯を多世代で支える環境づくりが大切。 ● ● 1

子育てをサポートしたいと思うベテラン世代もおり、子育てを気軽に相談できるネットワークづくりが重要。 ● ● ● 2

安心・安全に楽しく遊べる遊び場づくり 幼児や小・中学生などみんなが安心・安全に楽しく遊べる場づくりが重要。 ● ● 1

周辺の自治体とサービスの違いがあり、川崎市として必要な福祉サービスを見極め、その戦略についての市民とのコミュ
ニケーションが必要。

● ● ● 2

税収や利用者負担以外のもの、たとえば保育園や公園のネーミングライツなどによって財源を捻出するなど、子育てサー
ビスを支える財源を多元化することが重要。

● 2

川崎市にはハイテク企業や文化芸術などの魅力的な資源がたくさんあるため、これらを最大限に活かして、子どもたちが
将来こうなりたい、こういう仕事に就きたいというビジョンや希望を育む体験の場を提供することが重要。

● ● 1

子どもの主体性や創造性を養うことが大切であり、そのための余暇や遊びの時間を地域で提供できるように行政がサポー
トしていくことが必要。

● ● 1

子どもの好奇心・集中力を育てる交流・コミュニケーションを、家庭・地域・行政で連携して支えていくことが重要。 ● ● ● 1

せめて小学校は「100％わかる」を目標にしたい。多様な子どもの状況に応じ、学力・人間力の向上に向けて、地域・学校
が一体となって取り組む必要がある。

● ● 1

学校だけでなく、地域でコミュニティスクール的な資源をつくり、プロ人材、地域の高齢者、企業人、ボランティア等の地域の
いろいろな人材が学校教育に関わる機会をつくることが重要。

● ● ● 2

子どもが生きがいを持って生きていくためには、自尊心としつけを身につける学びを中心においたカリキュラム・学校運営
が重要。

● ● ● 2

先生が忙しく、授業準備以外にも書類整理やモンスターペアレントなどへの対応に追われることも多く、自信をなくしがちな
ため、まずは先生に自信を持ってもらうことが大切。

● ● 2

多世代が交流し、気軽に集まり相談できる
ふるさとづくり

学童をはじめ、多世代が気軽に相談・交流し、職業など多機能に交流できる機会など、ふるさとづくりが大切。 ● ● 1

家庭で働く喜びを伝え、さまざまな職業の達人と話す機会など、働く価値観を子どものときから考え、育成する仕組みづくり
が大切。

● ● ● 1

働くよろこび・仕事に対するやりがいを見つける機会をつくるため、具体的な形で中間就労の機会をつくり、働くことをリアル
に感じる情報提供や体験機会を教育段階で多様に用意すべき。

● ● ● 2

多様な市民が支え合うコミュニティづくりが重要。 ● ● 1

「辛い状況にある人を独りにしない！」ために、困難な状況にある若者を抱える家族を地域で支え、独りにしないことが重
要。地域で引きこもっている若者が地域で活躍できる場をつくる。

● ● 2

家庭・地域・行政が負担を分担しながら、一か所に集中しない取組が重要である。 ● ● ● 1

「若者の自立」に家庭・地域・行政・民間が横断的に取り組む必要があり、その財源としては国や市で役割分担をした方が
よい。

● ● ● 2

再チャレンジできる若者のキャリア支援・就
職支援のしくみづくり

再チャレンジできるキャリア支援と就職支援の情報提供も重要。 ● 1

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
分類

部会における主な意見
重点検討テーマ・

分野
まとめのキーワード

保育の質を確保し、安心して育てられる不安
のない保育環境の整備

子どものころから働くよろこびや価値観をリ
アルに感じられる学びの機会づくり

若者

2 子どもを安心して育
てることのできるふるさ
とづくり

(1)子育て環境の整備

就学前

2 子どもを安心して育
てることのできるふるさ
とづくり

(2)未来を担う人材の
育成

家庭で教え、地域や多世代で支える「伴走
型」の環境づくり

川崎市の資源や魅力を最大限に生かし、家
庭・地域・行政が連携して、主体性・創造性
を育む環境づくり

多様な市民が支え合うコミュニティづくり

学校教育

家庭・地域・行政・民間が横断的に取り組
み、適切な役割分担で若者を支援するしくみ
づくり

川崎市として必要なサービスの見極めと財
源の多元化

地域の色々な人材が学校教育にかかわる
機会づくり

学力・人間力の向上と自尊心としつけを身に
つけるカリキュラム・学校運営の実現
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川崎市総合計画市民検討会議・第2部会 グループディスカッションまとめ【グループ1】H26.12.21
１ 「子どもが健やかに成長する社会のしくみづくり」（主に就学前）

何でも話せる
親子関係をつくる

食育・お金の使い方

しつけ・体験、親子のコミュニケーション

子どもの
健康・食育

小学生の頃から
正しいお金の
使い方を教える

親子で参加できるイベ
ント作り（共働き家庭
のコミュニケーション）

お年寄りの話の
聞けるイベント
作り（昔話）

地域でのサポート

親のつながり
ママ友の情報交換

親の交流の
場づくり
機会づくり

親同士のつながりづくり

困っている人に
集中的に支援を！
（ちょっとした病気での医療
に支援はいらない。高額
の人は必要でしょう）

遊びの
豊かな教育育児サポート

２ 「夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送るための礎を築く」（主に学校教育） ３ 「若者が社会的に自立し、幸せに生きていくために」（主に若者）

ゲーム、ライン等
の時間を決める
（約束させる）

親が子どもの
交流を支える

子どもの交流

小学校での体験学習
に地域の人が参加。シ
ニアの人にもサポート

してほしい

学童保育では、
・地域シルバー
・OB・中学生
等が公園で遊び方を
教える活動をしてい
る

地域を子育てと防災
で結ぶ“学童プラザ

(仮称)”構想を推進！

体験の場

働く価値観の育成

人生・職業の
ビジョンを考える
機会づくり

多世代交流・多機能連携

ふるさと的な場が
必要。学童への
里帰りなど有効

男女の出会いの場・
きっかけづくり

最大規模
「街コン」開催

結婚を促し支える

学童プラザ

キャリアサポート
かわさきありがとう！
うちの子がお世話に
なりました。

家
庭
で
で
き
る
こ
と

地
域
で
で
き
る
こ
と

行
政
（
学
校
）が
や
る
べ
き
こ
と

《
ま
と
め≫

川崎の資源の魅力を最大限に活かしたビジョン・希望を育む体験
の提供

子どもの主体性・創造性を養う余暇・遊びを支える地域づくり・行
政のサポート

子どもの好奇心・集中力を育てる交流・コミュニケーションを支え
る家庭・地域・行政

「100％わかる」を支える地域・学校づくり

待機児童の不安のない“実感ゼロ”

伴走型子育てを支える地域・行政

子育てを気軽に相談できるネットワークづくり

多様性を受け入れる開かれた地域づくり

安心・安全で年代に応じた楽しい遊び場づくり

しつけは家庭ででき
る（親が見本をやっ
てみせて教える）

親子で色々な体験を
一緒にやる（一緒に
出掛けたり、料理、そ
うじをしたりetc.）

子どもの
伴走者になる

遊びの場

ゲームと遊びを友達
とできるよう促進、
環境づくり

困ったときの
地域のサポート

子育て中のお母さん、
お父さんが悩みを
相談できる場所が
あるとよい

多世代交流、イベント

待機児童

待機児童の情報の

リアルタイムでの公開
（待機児童数、
施設状況等）

病児ケア、父親が休ん
でケアできる環境、
ベテラン先輩に学ぶ
ネットワーク

育児サポートの
・場の提供（安価）
・情報の公開/共有
・サポートママの
認可

子育てサポート
の認知 場の活用

場としての学校を
活用するホームページを

もっと活用する

病児・医療

民間の活用・民間への啓発

市民・民間の取組
（施設・人材）を
行政が活用する

企業への育児支援
の推進（条例or助成
金・法人税減税）

働きながら子育て
できる環境づくり・
職場づくり

保育は職場側の
配慮も必要

保育園と幼稚園
しつけ、

就学時の学力

子ども同士が
交流できる環境

子育て経験の
多世代交流

子どもが行きたくな
るような楽しい場所
が近くにあるとよい

コミュニケーション

親子の
コミュニケーション

コミュニケーション
能力を育てる

好奇心を育てる 集中力を育てる
何事にも好奇心
を持たせる

子どものなぜ？
どうして？に

じっくりと付き合う

好奇心・集中力を育てる

子育ての地域拠点
（学童の活用）

地域での学び

せめて小学校は100％
の子が「分かる」になっ
てほしい。できない子
の学習支援の仕組み

を地域で

地域で学びの場
勉強会

塾にこだわらない
高齢者でその道の
ベテランの協力で
勉強心を育てる ビジョン・希望

人生のビジョンを知
る・考える・体験する
機会（企業連携）

ハイテク企業と連携
商店街

学力・成績でなく、
主体性・自尊心・
希望を育てる教育

目標（希望）を
持たせるために、
なりたい職業の体験
（地域企業との連携）

川崎の産業や技術力
etc.教育で夢や希望

を伝える

「音楽のまちかわさ
き」音楽で夢や
希望を伝える

東京オリンピックに
向けてスポーツで
夢や希望を伝える

さまざまな
学びの場を提供

多様な学びの場の
情報提供

子ども長期休みのサ
ポート、夏休み中共働
き世帯わくわくプラザだ
けではケアが不足

遊び方（ゲーム以外）

を教え、楽しさを体験
する場の提供、夏休み

の寺子屋等

小学校高学年の長
期休暇中の受け皿
がない、塾しかない

小学校の活用
週末はスポーツ少年
団に専有されている

受験にとらわれ
ない教育選択肢
の提供

中高一貫の目指す
ところは何？

公立中学のあり方

民間人材（産業・
音楽・研究）から
の経験談・刺激

民間で成功した
人を招いて話を
聞く時間を作る

川崎・仕事の
魅力を伝える

教育の選択肢

・行政は場を提供

・地域は知恵と人材
を提供

・仕組みはみんなで
知恵を出す

多様な
学びの場

フリースクール通信
制などニーズに合
わせた教育づくり

休み遊びの活用

学力・体力を養う
行き場づくり

・学校でイベント
・夏休み水泳教育

・学校でボールを使
えるように

公園・学校などの場の活用

奨学金制度
の緩和

複合化

長期的な観点によ
る複合施設化（保育
～小中学～介護）

再チャレンジできる
人材支援、職業教育、
キャリア教育

若者限定
起業支援

就職支援の
情報提供・
アクセス支援

就職支援（情報提供/キャリア教育）

結婚観の醸成

・色々な職業シニア
の話
・旧友との話
・広く考える場

人と交わる場、
多様性を学ぶ場

気軽に行ける多世代
交流できる場所（子
育て中の人、若者、
老人、病気の人な
ど）があればよい

ボランティアの
良さを教える

仕事をして
生活をしての
当たり前を教える

使命を与える！
向上心！

何でも話し合える
家庭にする（励まし
続ける）子どもに
自立を促す

働くよろこびを
親が子どもに
話して聞かせる

バブル時代子ども
だった人々がニート
になる。生活するた
めに仕事をして、仕
事のストレスを解消
するためにスポーツ
なり趣味を楽しむ生

涯！

中学3年生くらいまで
には、自分が将来ど
んな職業に就きたい
かをよく考えさせよう。
このために、その道
の達人の話を聞かせ
る機会を大いに
増やす

待機児童ゼロの
先のケア

保育所入所条件
ポイントの見直し

（兄弟、親戚、時短等）

子育てを相談し、サ
ポート（一時的に病
児ケアあずかりetc.）
可能な保育サポート
ママ等の制度

多世代が交流・多機能が連携し、気軽に集まれるかわさきの
ふるさとづくり

働くよろこび・価値観を子どものときから考える仕組みづくり

多様な市民が支え合うコミュニティづくり

再チャレンジできるキャリア支援と就職支援の情報提供
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家
庭
で
で
き
る
こ
と

地
域
で
で
き
る
こ
と

行
政
（
学
校
）が
や
る
べ
き
こ
と

《
ま
と
め≫

子育てを孤独な育てにしない
場づくりを!!

家庭で！

家族で一緒にみる
TV番組など！

自治会等で声掛け
の近所回りを定期
的に行う子育てサロンの

場を増やす

両親・親戚の
職場見学・体験

働く姿を見せる

学校
・自尊心育成
・企業教育体験
・福祉施設－奉仕活
動

大人が学校教育に携わ
る機会づくり

ボランティアを教育
に取り入れる

中間就労の
場を作る

就業機会

就業のよろこび

国に任せる

本格就労の前段階

１ 「子どもが健やかに成長する社会のしくみづくり」（主に就学前） ２ 「夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送るための礎を築く」（主に学校教育） ３ 「若者が社会的に自立し、幸せに生きていくために」（主に若者）

辛い状況にある人を１人にしない!!
ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ：困難な状況にある若者を抱える家庭の支援を地域で
普及・啓発
引きこもりの若者が地域で活躍する場をつくる

“働く”をリアルに感じる機会づくり
中間就労の機会をつくる
教育段階での情報提供、体験機会を多様に!!
“若者の自立”に家庭・地域・行政・民間が横断的に取り組む必
要あり!!

大人が学校教育に関わる機会を作る!!
プロ人材、地域の高齢者、企業人、ボランティア
コミュニティスクールの増設など（学校の施設以外にも地域で使える資
源があるのでは？）

子どもの学びを中心においたカリキュラム・学校運営
ムダな事務を減らせないのか？先生を追い込まない環境を整備し、先
生にも自信を
子どもには自尊心と必要なしつけを

子育て世帯を多世代で支えるしくみづくり
交流の場づくり、集える環境をつくる

川崎市として必要な福祉サービスの見極め
周辺自治体との比較
メリハリをつける or 周辺自治体と同水準を目指す

安心して預けられる保育環境の整備
施設、人材

子育てサービスを支える財源の多元化
税・利用者負担以外の財源の確保

子どものコミュニ
ケーションの機会を

夫の育休取得
－在宅勤務－
切り替え

多様な働き方を可
能に！

保育環境（施設・人材）

ママ友づきあいの
悩みなど、人に言
えない悩みの相談
の場も必要

子育てを支える
地域の人々の
参画を増やす

子育て家庭に
対する企業の
支援が必要

支援しやすい業態
や、支援に積極的
な企業を誘致・
支援する

保育所の
設置環境の改善

保育サービス
スポンサー

（ネーミングライツ）

子育て、教育関係
の公共施設の

ネーミングライツを
売って財源とする

民営化に伴う保育
士の資質の向上
（若い保育士）

民間保育士の雇用
条件の改善が必要

“医療費”“保育サービス”
周辺自治体並みに？⇔メリハリを出していく？

医療費：中学まで
助成充実

（対象年齢引上げ）

定期健康診断
（インフルエンザ）
のお知らせ

情報提供が
不十分福祉のメリハリを

つける部分に
疑問がある

本物に触れる
機会を多くとる

世代を超えた交流
から興味や考え方

を学ぶ
自分で考える
能力

興味・関心を持つ機会
を!!

プロフェッショナル
との交流！

企業人の教育
への活用

地域の才能をもつ
高齢者の活用

コミュニティスクール
を増やすために

教育の在り方
（市教育委）
改善対策

カリキュラムの改善、
教員の資質の向上

全ての学校をコミュ
ニティスクールに

コミュニティスクール
地域・地区による格差が
あるのでは？

教育の根本 大丈夫？
先生忙しい！
地域の力を使っては？

学校の勉強だけじゃない!!

子育てしながら
女性が働くのは

仕事が好きだから
か、経済的理由か

それによって
支援の方法が違う

子どもの興味の先
を学べる場を育む
（勉強も含む）

授業でわかる！

自信を持たせる教育へ

モンスターペアレンツ
の減少へ

子・親・教師の主張
や立場

誰が主役？子ども？親？
働く理由に応じた支援

世代を超えた支援の中から

自信や自尊心は大切。
アメとムチ？

学校教育のカリキュラムの中
に“働く”を意識する機会を

教育の段階から就業
を意識したカリキュラ
ムをしっかりする

国と市の役割分担
をよく考えるべき

就職活動の仕組み
を変える

働くことの意義・
実態を学校教育
で教える

教育に民間企業の
育成支援を

現代うつの困難
状況の普及・啓発

サポートしている企業を
ほめよう！

就労の機会
「働く」を経験する機会

国がやるの？
自治体がやるの？

職場体験を
たくさんする

仕事のやりがいを
体験（自分が人の役
に立つということ）

家庭・地域・行政・民間が
横断的に取り組む必要あり

活躍できる機会を
地域でつくる

ほめる
自尊心をつける

行き詰っている家族
を地域で支える

辛い状況にある人を抱
える家族を１人にしない

現代のうつ病の
カウンセリング

ニート、ひきこもり

自信を持たせる
（ほめてあげる！）

ニート、ひきこもり

成功した人を活用する

つらい体験も共有すれば
救われるのでは？
ピアカウンセリング的な･･･。

ニート、うつ、ひきこ
もりを乗り越えた人
の経験を広める

国と市の役割分担
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